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はじめに

沖縄県および沖縄観光コンベンションビューローでは、世界水準の観光
リゾート地形成の実現に向けて、国内外の観光客が満足する質の高いサー
ビスを提供できる人材の育成・確保を目的とし、「令和3年度観光人材育
成・確保促進事業」を実施しています。事業の取り組みのひとつである
「インターンシップ生受け入れ支援」では、観光産業によるインターン
シップ生の受け入れを促進させ、就業意欲の向上に繋げる取り組みを目的
とし、本ガイドラインを作成しました。

令和2年労働力調査によると、沖縄県の完全失業率は3.3％となっており、
全国平均と比べて高く（全国平均2.8％）*1、その中でも20～24歳の完全
失業率が高くなっています*2。また、平成30年3月新規学卒就職者の3年以
内の離職率は、新規高卒就職者が50.6％、新規大卒就職者が39.9％*3で、
全国（新規高卒就職者：36.9％ 新規大卒就職者：31.2％）に比べ大変高
くなっており、観光産業に限らず就職の定着率が低下していることが明ら
かとなっています。

問題の原因として、学生の就職前と就職後での職業に対する認識や印象
の違いによるギャップが生じ、早期の段階で離職に繋がることが考えられ
ます。その解決策として、学生が就職前に職業理解や適性判断をするため
の機会を設けることが有効です。インターンシップは、企業PRやイメージ
アップを図ることができ、学生に業務のやりがいや楽しさを伝えることが
出来ます。そのため、就職を見据えた学生と人材確保を求める企業の双方
にとって、インターンシップは、きわめて意義のあるものと考えられます。

本ガイドラインでは、インターンシップを実施するうえでのメリットや
実践方法、事例集など、今後のインターンシップを見直したい方や、これ
からインターンシップ生の受け入れをはじめてみたいと考えている方に、
参考にしていただける内容となっています。ぜひ、本ガイドラインを活用
していただき、インターンシップ導入の手助けになれば幸いです。

*1：沖縄県企画部統計課「令和2年労働力調査年報」
https://www.pref.okinawa.jp/toukeika/lfs/2020/2020nenpou/2020n_index.html

*2：総務省統計局「令和2年労働力調査-沖縄県 年齢階級別完全失業者、失業率」
https://www.pref.okinawa.jp/toukeika/lfs/2020/2020nenpou/2020n_index.html

*3：厚生労働省沖縄労働局「新規学卒就職者の離職状況（平成30年３月卒業者等）」
https://jsite.mhlw.go.jp/okinawa-roudoukyoku/content/contents/001033204.pdf
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インターンシップとは
文部科学省・厚生労働省・経済産業省が定める「インターンシップの推

進に当たっての基本的考え方」によると、インターンシップとは、「学生
が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと」
として定義されています。

◆インターンシップのメリットと注意点

企業にとってのメリット

人材育成企業PR 離職率改善 社会貢献 優秀な人材の確保

単位取得職業理解 職業適正判断 自己㏚

学生にとってのメリット

インターンシップを受け入れする際に、必ず学生を指導するための人員確保が
必要になるため、受け入れ人数について、社内で事前に調整することが必要です。

インターンシップ期間中は、学生にとって交通費や宿泊費用が発生する場合が
あるため、事前に費用負担に関して、学生や大学等の担当者へ説明する必要が
あります。

産学連携
や地域貢献
につながる。

業務内容や社風
を知ってもらう。

社員の指導力UP。
社員自身の知識の
深掘りをすること
が出来る。

職業に対する
理想と現実の
ギャップを生じ
にくくさせ、
定着率をUP。

学生が実際に業務
に取り組む姿を見る
ことが出来る。就職
直結に繋げられる可
能性も。

キャリア学習

※参考：「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」(文部科学省、厚生労働省、経済産業省）
https://www.mext.go.jp/content/20210125-mxt_senmon02-000012347_11.pdf

第
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◆インターンシップの目的

『学生に職業理解を促すことで、企業において優秀な人材確保・定着率のアップを目指す』

人材を確保するうえで、まずは観光産業のイメージアップが必要です。インターン
シップは、観光産業の魅力をアピールでき、学生に興味を持ってもらうチャンスに
なります。

就職先を決める際に重視すること*1

1位 やりがい（22％）

２位 会社の雰囲気（21％）

３位 給与（20％）

インターンシップを通して、職業体験することによって、就職前の理想と就職後の
現実のギャップを生じにくくさせることで、定着率アップにつながります。

1.観光産業の魅力を知ってもらう

希望しない

56%希望する

44%

観光産業への就職希望率*1

業務内容が大変そう（20％）

休みがとりにくそう（18％）

給料が低そう（16％）

就職を希望しない学生に多かった意見

2.実際の業務を体験してもらう

*1: 沖縄県内の大学３校および専門学校2校の観光関連学科生対象のアンケート結果より。
（回答者:296名/令和3年10月実施）

【大学等や学生の目的】

★学生が学んできた専門分の
知識を生かすことが出来る！

★職業理解を深め、
就業への動機付けを強める！

-4-



◆インターンシップの種類と期間
第
１
章

②学生の自主的参加型（単位付与なし）

①大学等での単位認定型

文部科学省では、単位を認定するための条件として、
「原則としてインターンシップの実施期間が５日間以上であること」と
定めています。

ほとんどのインターンシップは無償での実施となります。
採用を見据えた長期間のインターンシップでは給与が出る場合もあります！

・授業の一環として、講義から実習までを含め単位が認定されます。

【実習期間】
・2週間（実働10日間）の実施がほとんど
（夏休み等の長期休暇期間に実施することが多い）

・学生自身で、自主的にインターンシップの受け入れ先へ応募し、
インターンシップに参加するため、単位は認定されません。

【実習期間】
・1日単位の短期期間での実施がほとんど

①講義を受講
②学校から企業へ

インターンシップ申込
③実習

④振り返り⑤単位認定

①就活サイト等から
学生自身で応募 ②実習

③単位認定
なし
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あり

32%

なし

68%

≪オンラインインターンシップ参加希望*1≫ 「あり」と答えた学生の中には、情報
収集に活用する目的やコロナウイルス
感染防止のために安心できるといった
回答が多数ありました！

◆オンラインの活用方法

コロナ禍で、オンラインインターンシップが話題になっています。
本ページでは、メリットや学生の声、活用事例を紹介します！

会社案内

グループワーク

書類の作成

企業にとってのメリット

学生にとってのメリット

■全国の学生を対象に実施できる。
■多くの学生に企業を知ってもらうチャンス。

■遠隔地からも参加しやすく、交通費等の
費用がかからない。

■コロナウイルス感染防止になり、安心して
参加することが出来る。

活用事例

全国対象の調査では、オンラインインターンシップも対面同様の割合で実施されるように！*2

*2：就職白書2021
「インターンシップ（対面）実施割合（インターンシップ実施経験あり企業／単一回答）」
「インターンシップ（Web）実施割合（インターンシップ実施経験あり企業／単一回答）」

https://shushokumirai.recruit.co.jp/wp-content/uploads/2021/02/hakusho2021_20210216-1.pdf

卒業年 実施割合（対面） 実施割合（オンライン）

2020年 87.4% 6.6%

2022年 57.4% 54.0%

■各部署のツアー ■社員との座談会
※視聴のみで退屈させないよう工夫を

しましょう。

■課題解決型ワーク
※社員も交じり、学生のフォローをしま

しょう。

■プレゼン資料の作成
※アドバイスやフォローは社員同等の扱いで

行いましょう。

*1: 沖縄県内の大学３校および専門学校2校の観光関連学科生対象の
アンケート結果より。（回答者:296名/令和3年10月実施）

※オンラインインターンシップの場合、単位付与が認められるか決まっておらず、
実施の際は、文部科学省への確認が必要です。
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インターンシップの現状

◆現状について

沖縄県では、入社1～3年目にかけての離職率が高く、沖縄県労働環境実態調査(平成29年度)
によると、離職の理由として「他に就きたい仕事があるから」という回答が、最も高い割合と
なっています。これは、学生が入社前と入社後で思い描いていた職業観にギャップがあること
が、一つの原因だと考えられます。

≪インターンシップ実施有無での就職納得度≫*3

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

参加経験

あり

参加経験

なし

参加経験可否

あてはまらない どちらかというと

あてはまらない

どちらとも

いえない

どちらかというと

あてはまる

あてはまる

*3: 就職白書2021 
「インターンシップ参加経験別の入社予定企業等に就職することへの納得度（就職先確定者／単一回答）」

https://shushokumirai.recruit.co.jp/wp-content/uploads/2021/02/hakusho2021_20210216-1.pdf

全国の大学生を対象としている調査では、就職することへの納得度について

インターンシップに参加した学生の方が 37.9％、

インターンシップ参加経験のない学生が19.9％という結果になりました！

学生は、インターンシップを通して、企業への就職意欲ややりがいを感じることが出来、イン
ターンシップでの業務経験を得ているため、就職前の理想と現実のギャップが生じにくく、
離職を抑制することが出来ると考えられます。
また、企業にとっても、インターンシップ生を受け入れることで、業務意欲の高い人材を確保す
る良い機会となります。

第
２
章
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あり

73%

なし

27%

観光産業へのインターンシップ参加希望*1

沖縄県内大学３校および専門学校２校の観光関連学科生（回答者：２９６名）を対象に
アンケートを実施したところ、観光産業に興味のある学生の割合が高いことが分かりました。
また、「インターンシップ参加希望あり」と回答した学生に、興味のある業種について尋ね
たところ（複数回答可）、ホテルや航空会社の人気が高いことが明らかになりました。

0 50 100 150

その他

お土産品店や免税店

ウェディング会社

観光施設

旅行会社

航空会社

ホテル

興味のある業種（参加希望の学生のみ回答）*1

人数（複数回答可）

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

2

R2.1 R2.2 R2.3 R2.4 R2.5 R2.6 R2.7 R2.8 R2.9 R2.10 R2.11 R2.12 R3.1 R3.2 R3.3 R3.4 R3.5 R3.6 R3.7 R3.8 R3.9 R3.10

有効求人倍率（倍）*4

沖縄県 全国

緊
急
事
態
宣
言
解
除

緊
急
事
態
宣
言
発
出

緊
急
事
態
宣
言
解
除

緊
急
事
態
宣
言
発
出

緊
急
事
態
宣
言
解
除

蔓
延
防
止
等
重
点
措
置

緊
急
事
態
宣
言
発
出

緊
急
事
態
宣
言
解
除

コ
ロ
ナ
感
染
者
発
生

緊
急
事
態
宣
言
発
出

コロナウイルス感染拡大前の有効求人倍率は高いが、コロナウイルス感染拡大の影響により緊急事
態宣言中は、減少傾向にあります。しかし、感染状況が落ち着くと、有効求人倍率は徐々に増加す
る傾向が見られるため、アフターコロナに向けた自社の人材確保のためにも、インターンシップ活
用が有効であると考えられます。

*4：完全失業率の状況（出典：「労働力調査」／全国：総務省統計局、沖縄県：沖縄県企画部）

https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/shoko/koyo/kikaku/koyoujoukyou.html

*1: 沖縄県内の大学３校および専門学校2校の観光関連学科生対象のアンケート結果より。
（回答者:296名/令和3年10月実施）

第
２
章
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インターンシップの留意事項

基本認識
人材確保だけでなく、地域

貢献や産学連携等も視野に入
れる必要があります。

受け入れ体制整備
実施目的を明確にし、大

学等と連携しながら効果的
なプログラムを作成するこ
とが重要になります。

経費
経費負担については、基本

的に大学等と企業等で事前に
調整し、決定することが適切
です。

安全・災害補償の確保
事前に災害補償の責任範囲

を明確にし、それぞれの保証
確保を図ることが重要です。

労働関係法令の適用
企業と学生の間に使用従

属関係がある場合、労働関
係法令が適用される場合が
あるため、留意が必要です。

運用ルールづくり
学生の受け入れの公正性や

透明性を確保するための適切
な運用のためのルール作りが
必要です。

学生の本音！残念だったランキング*1

※参考：「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」(文部科学省、厚生労働省、経済産業省）
https://www.mext.go.jp/content/20210125-mxt_senmon02-000012347_11.pdf

※296名の学生のうち、インターンシップに参加経験があった学生は62名。42名(72％)が、残念な点ありと回答。

1部署しか体験できなかった（18％）

アルバイト同様の業務内容しか経験できなかった（17％）

社風や業務内容が分かりにくかった（13％）

社員から企業に関するネガティブな意見を聞いた（12％）

その他（12％）

➡インターンシップは、学生が職業適性を判断する機会でもあるため、
出来る限り様々な部署を体験させることで満足度向上につながります。

➡業務をある程度任せることで、学生が会社から信頼されていると感じ、
実力を発揮するチャンスになります。

➡実施目的を明確にし、学生にしっかり社風や業務内容が伝わるような
インターンシッププログラムの構成やタイムスケジュール等を組み立てましょう。

➡学生にとって、今後の就職先として視野に入れるきっかけになる重要な機会です。
もし就職先に選ばなくとも、今後のお客様になる立場でもあるため、
ネガティブな発言は原則禁止です。

・各部署での連携が取れておらず、連絡漏れがあった
・掃除や座学ばかりさせられて残念だった

*1: 沖縄県内の大学３校および専門学校2校の観光関連学科生対象のアンケート結果より。
（回答者:296名/令和3年10月実施）

インターンシップの経験は、学生が今後の就職先として視野に入れるきっかけになる重要な
機会なので、以上の点をしっかり把握しておきましょう！

第
３
章
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STEP

１
事前準備（目安：実施6ヵ月前～）

STEP

２
募集・選考（目安：3～4ヵ月前）

インターンシップの内容設計

-----TO DO LIST-----
□目標の設定
□受け入れ目的の明確化
□タイムスケジュール作成
□体験業務内容の決定

-----POINT-----
☝学生と企業の双方にとって

メリットがあるものにする。
☝受け身のものばかりでなく、

学生自らで考え行動できる
内容を組み込む。

受け入れ体制の整備

-----TO DO LIST-----
□期間の設定
□受け入れ人数の決定
□受け入れ部署への周知
□担当者の決定
□使用物の手配

-----POINT-----
☝学生と企業にとって負担に

ならない期間、人数で設定。
☝１部署のみならず、様々な

部署を経験させるのも◎。

インターンシップ生の募集

-----TO DO LIST-----
□大学や専門学校と連携
□就活サイトの活用
□会社サイトへの掲載

-----POINT-----
☝担当と連携し募集を募る
☝内容や求める人材像を明確に。
☝分かりやすく内容やメリット

を伝え、社員が説明会を開催
するのもGOOD。

学生の選考

-----TO DO LIST-----
□志望動機の確認
□保険の加入確認
□契約書・誓約書の確認

（※17ページ参照）
-----POINT-----

☝意欲のある学生を受け入れ、
実際に対面で学生に会い、
コミュニケーションがきちん
と取れているか等を確認する。
☝保険加入は、学校側で周知も

するが、企業でも確認する事。

インターンシップの実践方法
◆インターンシップ受け入れステップ □に✔して

進捗を確認
しましょう！
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第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

インターンシップ期間に、
学生たちへ

①就業への意識づけ
②業界・職業理解
③職業適性確認

をしてもらうことで、
就職前後での

ギャップをなくす
良い機会になります！

STEP

３
オリエンテーション
（実習初日）

STEP

４

インターンシップ実施
（実習期間中）

事前の心構え

-----TO DO LIST-----
□企業説明、職場案内
□礼儀作法、マナー講座

-----POINT-----
☝働く前に、企業についての

知識をしっかりインプット。
コンプライアンスについても
事前に周知しておくこと。

☝職場案内で学生と企業双方で
簡単に顔合わせ、周知する。

☝お客様の前に出る前に、礼儀、
マナーを身につける。

インターンシップ開始

-----TO DO LIST-----
□他部署と連携する
□日誌の確認、記入
□学生とコミュニケーションが

取りやすい雰囲気づくり
-----POINT-----

☝学生の様子を随時共有する。
☝日誌も活用し、学生の反応や

意欲の確認をする。
☝不慣れな環境の為、困った事

や悩みを伝えやすいよう社員
から学生への目配りをする。

STEP

５
振り返り（最終日）

フォローアップ

-----TO DO LIST-----
□実習の振り返り
□社内での振り返り

-----POINT-----
☝目標達成できたかの確認
☝修了証明書などを学生へ

渡すと実績になりやる気に
つながるのでGOOD。
☝必ず社内での振り返りを実施

し、今後のインターンシップ
及び社員のスキルアップに
繋げる。
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・インターンシップ実施内容の決定 ・社内への受け入れ周知

・受け入れ決定（人数、期間、部署 等） ・学生の選考、面談

・企業説明 ・館内の案内
・礼儀作法
（挨拶、身だしなみ、言葉遣い、立ち居振る舞い、社会人としてのマナー）
・目標の設定

【客室業務】
・客室清掃（拾得物の回収、保管、ランドリーサービス）
・客室の清掃確認（清掃完了の客室点検、お客様からご希望のあった備品準備）
・お客様への備品デリバリー ・翌日の備品準備

【ベル業務】
・ベルアテンダント（お客様の荷物の運搬）
・ドアアテンダント（お出迎え、お見送り）
・お部屋までのご案内
・館内の安全確認、翌日の備品準備、ルームサービス補助

【レストラン業務】
・バッシング、グラス拭き ・ホールスタッフの見学
・備品の準備、片付け

【フロント業務】
・フロント業務の見学（チェックイン、チェックアウト業務、部屋の割り振り）
・マリンスポーツ施設の手伝い（備品のセッティング）

事前準備

募集と選考

オリエン
テーション

インターン
シップ実施

振り返り

流れ 実施内容

◆業界別モデルケース≪ホテル編≫
第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

※インターンシップ実習期間は、企業によって異なります。
学校側からの申し込みの場合、単位付与のため、2週間～の実施がほとんどです。

・学生との面談、振り返り
・社内での振り返り、今後のインターンシップ内容の検討
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・インターンシップ実施内容の決定 ・社内への受け入れ周知

・受け入れ決定（人数、期間、部署 等） ・学生の選考、面談
・ランプパスの発行

・企業説明、空港見学 ・業界用語（空港3レター等）
・部署案内
（カウンター、ゲート、ランプ、グランドハンドリング、ラウンジ等）
・礼儀作法
（挨拶、身だしなみ、言葉遣い、立ち居振る舞い、社会人としてのマナー）
・目標の設定

【カウンター業務】
・カウンター見学
・バゲージタグの貼り付け、バゲージ流し
・カウンターへのご案内
・ベビーカーや車いすの準備

【ゲート業務】
・搭乗準備、片付け
・ゲート業務の見学（搭乗券照射、アナウンス）
・搭乗案内、搭乗最後のお声掛け
・到着便お出迎えの準備、片付け
・搭乗口業務の見学
・お客さまのお手伝い

【ラウンジ業務】
・ラウンジ見学 ・食器下げ、テーブル拭き
・備品補充、グラス拭き、お手洗い確認

事前準備

募集と選考

オリエン
テーション

インターン
シップ実施

振り返り

流れ 実施内容

◆業界別モデルケース≪グランドスタッフ編≫
第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

・学生との面談、振り返り
・社内での振り返り、今後のインターンシップ内容の検討

※インターンシップ実習期間は、企業によって異なります。
学校側からの申し込みの場合、単位付与のため、2週間～の実施がほとんどです。
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・インターンシップ企画 ・告知 ・社内への受け入れ周知

・受け入れ決定（人数、期間、部署 等） ・学生の選考、面談

・企業説明 ・部署案内
・礼儀作法
（挨拶、身だしなみ、言葉遣い、立ち居振る舞い、社会人としてのマナー）
・目標の設定

【ヒアリング】
・結婚式の専門知識インプット
・ウエディングプランナーの業務内容見学
・ヒアリングの模擬体験

【プランニング】
・プランニングの模擬体験（挙式会場、プラン）
・会場準備の見学、お手伝い
・会場の片付け

【ドレス提案】
・ドレスコーディネーターの業務内容見学
・ドレスコーディネーター模擬体験（ドレス提案）

事前準備

募集と選考

オリエン
テーション

インターン
シップ実施

振り返り

流れ 実施内容

◆業界別モデルケース≪ウエディング会社編≫
第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

・社員との座談会
・学生との面談、振り返り
・社内での振り返り、今後のインターンシップ内容の検討

※インターンシップ実習期間は、企業によって異なります。
学校側からの申し込みの場合、単位付与のため、2週間～の実施がほとんどです。

※長期インターンシップの場合は、模擬体験ではなく、実際のお客様への接客を
学生に体験させることで、より実践的に業務体験をすることが出来ます。

-14-



・インターンシップ企画 ・告知 ・社内への受け入れ周知

・受け入れ決定（人数、期間、部署 等） ・学生の選考、面談

・企業説明 ・部署案内
・礼儀作法
（挨拶、身だしなみ、言葉遣い、立ち居振る舞い、社会人としてのマナー）
・目標の設定

【企画】
・沖縄の観光課題についてのワーク
・ツアープランニングの業務内容理解
・パッケージツアーの企画体験

【プレゼン】
・プランの提案、プレゼン
・先輩社員からのフィードバック

【広告作成】
・プランの見直し
・広告の作成体験

事前準備

募集と選考

オリエン
テーション

インターン
シップ実施

振り返り

流れ 実施内容

◆業界別モデルケース≪旅行会社編≫
第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

・社員との座談会
・学生との面談、振り返り
・社内での振り返り、今後のインターンシップ内容の検討

※インターンシップ実習期間は、企業によって異なります。
学校側からの申し込みの場合、単位付与のため、2週間～の実施がほとんどです。
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第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

◆必要書類サンプル集

次ページからは、必要書類のサンプルを掲載しているので、
ぜひ参考にし、ご活用ください。

①インターンシップ日誌

②インターンシップに関する契約書または覚書

③インターンシップに関する誓約書

インターンシップ日誌は、日々の業務で学んだことや次回に活かしたいこと
などを学生が自ら記入し、振り返ることが出来ます。また、インターンシップ
日誌は、学校や企業にとって、学生の様子を知るための貴重な資料と言えます。

学生本人

毎日日誌を記入し、
業務の振り返りを行います。

受け入れ企業

実習当日もしくは翌日の
就業前に学生へ返却しま
す。

学校担当者

日誌を成果物として、
単位付与を行う場合も
あります。

実習終了後毎実習後

提出提出

インターンシップの際、企業と学校の間でインターンシップ契約書または覚書を
取り交わします。法律上、特別記載しなければならない事項はありませんが、万が
一のリスクやトラブル回避のためにも、事前に学生の就業にあたっての諸事項を書
面で明示しておきましょう。

≪記載内容≫
・インターンシップのプログラム内容
・期間や待遇

インターンシップ誓約書は、主に情報漏洩に関する内容を記載し、学生に提出
してもらいます。自社の情報漏洩防止のためにも、受け入れる際に必ず提出して
もらいましょう。

≪記載内容≫
・企業秘密に関する事項
・個人情報に関する事項
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勤務時間 配属先 ご担当者

時間

　：　～

　：　～

　：　～

　：　～

　：　～

　：　～

ご担当者印

ご担当者様評価

挨拶

身だしなみ

積極性

協調性

A  ・   B  ・   C

A  ・   B  ・   C

業務内容 学んだこと

インターンシップ振り返り日誌

月　　　日　　　（　　）　　実習（　　）日目

：　～　　：

A  ・   B  ・   C

A  ・   B  ・   C

本日の目標

所感（感想・目標達成度・質問など）

ご担当者様コメント

自己評価（　1　・　2　・　3　・　4　・　5　）

全体評価（　1　・　2　・　3　・　4　・　5　）



インターンシップに関する覚書

_________________________（以下「甲」という）と、〇〇大学〇〇学部（以下「乙」という）は、
乙が甲に派遣する学生のインターンシップに関して、以下の通り合意する。

第1条（目的）
このインターンシップ（以下「研修」という）は、乙の学生を研修生として甲に派遣し、
総合的・専門的就業体験を通じて実践的に学習することを目的とする。

第2条（内容）
研修生の研修内容は甲の業務に関するものとし、その詳細は甲の示す総合的・専門的就業体験に
基づき甲乙協議の上、別途定める。

第3条（研修期間等）
研修生の研修期間、時間については甲乙協議の上定める。

第4条（報酬）
甲は、研修生に対する賃金、報酬金、出張に関わる旅費等は原則として支給しない。

第5条（交通費）
研修生の居住地から研修先までの交通費は、原則として支給しない。

第6条（守秘義務）
（1）乙及び研修生は、研修期間中に知り得た甲及び甲と関係する相手方の業務上の秘密事項

について研修期間中及び研修期間終了後においても、守秘義務を負うものとする。
(2) 研修生は、甲の秘密に関わる事項又は甲の書類を引用して第3者に発表する場合は、予め

甲の承認をえなければならない。
(3) 前二項を順守するため、乙は研修生を指導する。

第7条（研修生の賠償責任）
(1) 研修生が研修期間中に故意又は重大な過失によって甲または第三者に損害を与えた場合は、

その賠償の責任は研修生が負う。
(2) 研修生が自己の責めに帰すべき事由によって、研修期間中に起こした対人・対物損害に

ついては、 研修生の加入保険によって保障する。
第8条（研修生の災害補償など）

研修生が研修期間中にかぶった災害については、研修生の加入保険によって補償する。
第9条（指導体制）

甲は原則として研修指導責任者（複数も可）を選任し、研修期間中の指導を行うとともに、終了後、
研修生の出欠および学習状況その他必要な事項について、乙に報告する。

第10条（研修生の受入依頼及び決定）
甲は、受入の可否を決定するために、またはインターンシップ研修の実施にあたり、
研修生に関する必要な情報を乙に請求できる。

第11条（個人情報の目的外使用の禁止）
(1) 甲は、研修生の個人情報を本人の同意なく第3者に提供しない。また、甲は研修生の

個人情報に関する基礎資料、インターンシップ研修運営以外の目的には使用しない。
(2) 甲は、研修生の個人情報の管理については万全を期す。甲は、研修終了後、前条により

提供を受けた個人情報を乙に返却する、または責任をもって破棄し、その旨を乙に報告する。
第12条（研修生派遣の中止）

(1) 研修生として不適切な行為があった時は、甲乙協議の上、当該研修生の研修は直ちに中止する。
(2) 研修生の業務に関わり問題が発生した場合には、甲乙協議の上、誠意をもって解決にあたる。

第13条（覚書の有効期間）
本覚書の有効期間は、締結日より1年間とする。ただし甲乙双方意義なき場合は、さらに1年間延長される
ものとし、その後においても同様とする。

第14条（その他）
本覚書に疑義が生じたとき、または変動する必要が生じた場合は、甲乙協議の上改訂する。

令和 年 月 日

（甲） （乙）

印 印



インターンシップに関する誓約書

_____________________（以下「甲」という）は、株式会社〇〇〇〇〇（以下「乙」という）が実施する
インターンシップ（以下「本インターンシップ」という）について、次のとおり誓約する。

1. 目的

本誓約書は、乙が本インターンシップに甲を実習生として受け入れる際の基本的な事項を定める。

2. 災害障害保険等

（1）本インターンシップを履修する場合は、前もって、「学生教育研究災害傷害保険等（インターンシップ
活動賠償責任保険の補償を含む）」に加入していなければ、本インターンシップに参加できないものと
する。

（2）甲は、本インターンシップに際し、在籍校から提示された指導内容に基づき的確な行動をとるものとし、
自己の安全に留意するものとする。

（3）本インターンシップに際し、甲に労働災害等の事故が発生した場合、乙の故意・過失に基づくもので
ない限り、乙は免責されるものとする。

3. 遵守事項

甲は、本インターンシップに際し、次の事項を遵守するものとする。

（1）乙の定める立ち入り禁止区域に立ち入らないこと

（2）乙の施設および貸与品を本インターンシップ以外の目的に使用しないこと

（3）乙の施設に本インターンシップに無関係の第三者を立ち入らせないこと

（4）その他、本インターンシップ期間中は、乙で定める諸規定および管理者の指示に従うこと

4. 機密の保持

甲は本インターンシップに際し知り得た全ての情報（個人情報を含む）の機密を保持し、第三者に
開示・ 漏洩してはならない。また、本インターンシップ終了後においても同様とする。

5. 貸与品の取り扱い

本インターンシップ期間中に貸与された物品等は、本インターンシップ期間中、乙が指定する時、場所
のみでの使用とし、他の目的では一切使用しないこと。また、インターンシップ終了後は直ちに返還すること。

6. 協議解決

本誓約書に定めのない事項、又は本誓約書の運用、内容に疑義が生じた場合は、甲乙 協議の上、決定する。

令和 年 月 日

甲 住所

氏名 印
※甲が20歳未満の場合は、次の欄も記入のこと

保護者住所

保護者氏名（自署） 印 甲との関係



修了証

〇〇大学○○部○○科
氏名○○〇〇〇 殿

あなたは_____________________株式会社の
インターンシップにおいて、所定のプログラムを
終了したことを、ここに証しました。

〇〇年○○月○○日

○○○○株式会社
代表取締役____________



第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

事例集

Ｑ.インターンシップ導入の経緯を教えてください。
学生さんの就業体験を設けること、航空業界や

日頃の業務について知る機会を目的としてイン
ターンシップ生の受け入れを始めました。また、
研修を通して入社後のイメージが持てればいいな
と思っております。

Q. 受け入れをはじめて初期の頃、社内や学生の
様子はどうでしたか？
社員にとっては、受け入れすることで、JALグ

ループ社員としての意識が高まり、社内活性化や
人財育成にも繋がったのではないかと感じていま
す。空港で働く接客のプロとして、学生さんと接
する機会を通し、社員の成長にも繋がりました。

学生さんの様子としては、実際にお客さまとの
接客や業務を体験することで、充実感を味わえた
という声がある一方、仕事の大変さを感じたとい
う方もいました。このように社内の雰囲気を肌で
感じられる機会はインターンシップならではの良
さだと思います。

Q. インターンシップ導入前と後で、貴社や学生
にとって何か変化はありましたか？
直感的に言うと、インターンシップを通して

入社を希望する方が増えました。
学生さんの報告書を見ると、接客以外にも、
様々な業務を担っており、インターネットでは
知ることのできない細かな内容も経験でき、将
来の就職に繋げたいという声をよく頂きます。
そのため、インターンシップ導入後には入社意
思がはっきりとした学生さんからの応募が多く
なったような気がします。

Q. 受け入れの際に、何か心がけていることは
ありますか？
実際の業務を経験していただくため、マン

ツーマンで対応しています。
社員のお客さまへの対応や現場での動きを肌
で感じてもらうことや、航空業界・JALグルー
プで働く魅力を知る機会になるように心がけ
ています。

Q. 受け入れをして、どのようなメリットが
ありましたか？
社員一人ひとりのモチベーションを高め、

社内を活性化することが出来ました。学生さ
んに対しては、まず受け入れ初日に、JALグ
ループのサービスや業務内容について紹介し、
JALグループを知る機会を設けています。
会社や業務のイメージを早めに持ってもらう
ことで、学生さん、会社がお互いを理解した
上で採用に繋がることもあります。
台湾からの学生さんを受け入れた際は、訪日
台湾人への ホスピタリティー向上、外航ハ
ンドリング会社としての価値向上にも繋がり
ました。イレギュラー時にも、インターン
シップ生が、 母国語と日本語力を活かし現
場で活躍しており、その後、採用に繋がった
社員もいます。

総務部 人事
大村 由香さん

Q.コロナ禍でインターンシップの受け入れが
難しい中、現在はどのような取り組みをし
ていますか？
県内の専門学校と連携して、「JALエア

ポートスクール」を実施しております。
弊社は空港総合ハンドリング会社であるため、
グランドスタッフだけではなく、グランドハ
ンドリングやステーションオペレーション業
務等、様々な業務を体験できる内容となって
います。
また、航空業界だけでなく、将来の就職活動
に活かしていただける「おもてなし講座」も
実施しております。

インターンシップで
JALの魅力を発信！
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Ｑ.インターンシップ導入の経緯を教えてください。
職業のミスマッチによる離職者が増えたことで、7年

前からインターンシップを導入しています。また、事前
に会社のことを知っていただいてから入社してもらいた
いと思い、インターンシップ生の受け入れを始めました。
当時はりゅうせき商事として開始し、ホテルは2019年に
今の社名・体制になってから、インターンシップを実施
しています。

Q. 受け入れをはじめて初期の頃、社内や学生の
様子はどうでしたか？

最初は社内の周知が弱かったのですが、学生さんを楽
しく迎えようという雰囲気はあり、学生さんが来ると社
内が明るくなりました。また、ホテルにおいては、「表
の華やかな業務だけでなく、見えない裏方の仕事もある
ことが発見できた」とのお声もいただきました。

Q. インターンシップ導入前と後で、貴社や
学生にとって何か変化はありましたか？

学生さんにとっては、事前に業務を知ること
で安心して入社できると思います。働いている
先輩の様子を生で見ることができる事は、学生
さんにとって、よい経験になっていると感じま
す。社内は、やはり雰囲気が活性化するように
思います。若手社員が担当するので、社員の育
成の機会にもなっています。ホテルでは、業務
を行いながらですので、ある程度経験のある中
堅社員が担当するようにしています。

Q. 受け入れの際に、何か心がけていることはあり
ますか？

学生さんにとって業界・会社についての「リアル」に
近い体験が出来るカリキュラムを組むようにしています。
社員にとってはフレッシュな学生さんとの出会いで刺激
を受けたり、人に伝えるという経験が自身の業務への理
解度を再確認する場にもなるため、学生さんの受け入れ
が決まった部署へ事前準備の依頼も含めて早目に連絡す
るようにしています。

Q. 受け入れをして、どのようなメリットがあり
ましたか？

社内の雰囲気が活性化しました。事前に会社について
知ってもらうことで、ミスマッチを減らせますし、変に
作りこむことなく、ありのままを見てもらっています。
ホテル以外にも多くの事業があるので、3日間でいろいろ
な部署を見てもらって、「やはりこの仕事がしたい」と
思いを強くすることもあれば、新たな発見やヒントを得
られることもあると感じています。学生の視野が広がる
機会になっていると思います。

Q. 受け入れをはじめて初期の頃、
どのような準備をしましたか？

当時はマニュアルもなかったので、トライ＆エラー
を重ね、実施しながら改善していきました。受け入れ
部署への動機づけを行うよう事前資料作成や具合的に
体験していただきたい業務などを伝える工夫をしました。

【タイムテーブル】

1日目：各部署視察
・ホテルロコアナハ/カーブス/au  ショップ/

ソリューション開発担当

2日目：業務体験（ホテルロコアナハ）
・制服着用、朝礼で自己紹介
・会社の概要説明
・フロント業務
（補助業務、お荷物の預かり）
・各セクションの業務見学
（レストラン、客室、チェックイン業務）

※リゾートホテルとは異なり、フロントでは
ベル業務、ご案内など業務内容が多岐にわた
るので、時間帯により様々な業務を実際に見
て、体験することが出来ます。

3日目：まとめ・報告会
・体験報告
・先輩社員との座談会
・適性検査
・発表資料作成（学んだこと）
・発表、フィードバック

ホテル飲食事業部支配人
伊佐浩史さん

採用担当
運天智恵子さん

採用担当
照屋尚子さん
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Ｑ.インターンシップ導入の経緯を教えて
ください。
公園施設の管理運営に関わる研究や学術

的な業務も多くあることから、日ごろから
大学等との連携があります。

その中で学生さんから「現場で一緒に学
びたい」という要望があったことと、地域
貢献の観点からインターンシップの受入れ
を行っております。

Q. 受け入れをはじめて初期の頃、社内や学生の
様子はどうでしたか？
受け入れにあたり、明確な指導マニュアルがな

く、新入職員が入ってきたときと同じように対応
しています。

現場ではマンツーマンでスタッフを付け、個々
の業務を指導し、実際に当財団が取り組んでいる
研究成果などを見て学んで頂いています。

Q. インターンシップ導入前と後で、貴社や
学生にとって何か変化はありましたか？

水族館においては社内が活性化し、イン
ターンシップ生の指導を通して、スタッフの
育成に繋がっています。

学生さんは、水族館の券売所の業務が、単
純にチケットの販売だけではなく、各旅行社
に応じた様々なクーポンの取扱いがあること
を知り、簡単な業務ではないことに気づく様
子も見られたりしました。

ここからは… 勤続11年目！ インターンシップを体験し、
沖縄美ら海水族館で採用された仲村さんにインタビュー！

Ｑ.インターンシップ体験してみてどうでしたか？
体験する前と後では印象が変わりました。もっと自分自身もスキルを磨かなければいけないと

感じました。もともと観光業での就職を希望しており、地元（本部町）に貢献したいと考えてい
たので、応募し入職に至りました。

Q.どういう体験をしましたか？
私は、水族館（接客）希望だったので、他施設は回らず水族館のみで実習を行いました。当時

の課長から観光の全体的な概要を説明してもらい、とても勉強になりました。

Ｑ.実際に入社してどうですか。
入職当時に比べインバウンドのお客様が増加しており、英語だけではなくほかの外国語も必要

となりました。この経験から、お客様の変化に対応した接客が出来るように心がけています。

Ｑ. 自身の経験を通して、学生さんの対応で工夫していることはありますか？
学生さんには、水族館のイベントプログラムのご案内等、自分からお客様にお声掛けしたり、

自ら発信するようにと伝えています。日数が長い学生さんだと、後半にはスムーズにお客様への
お声掛けができるようになり、自分自身の自信にもつながっているように見えます。学生さんが
記入した日報を活用して振り返りをしています。

Ｑ.インターンシップのタイムテーブルについて教えてください。
実習時間9：00-18：00の間で実施しています。概要説明のあと、各セクションの見学（水族

館）では券売所、改札、案内所など５つ）を行います。その後、日数に応じてセクションに分か
れて実習を開始し、最終日は本人の希望セクションで実習を行えるようにしています。

業務課（水族館）
仲榮眞 あやさん

総務課
呉屋 光さん

業務課（水族館）
仲村 徹さん
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本ガイドラインを多くの観光関連産業・団体のみなさまにご活用い
ただけるよう『人材育成・企業ＰＲに有効！インターンシップ活用
術』と題し、動画を作成しました。

本動画では、「第4回学生が選ぶインターンシップアワード」で大
賞を受賞した、沖縄ワタベウェディング株式会社の人事総務部新里様
へのインタビューや、本ガイドラインの重要なポイントについて説明
しています。

以下のＱＲコードまたは、ＵＲＬからご視聴いただけますので、
本ガイドラインとあわせて、インターンシップ生受け入れの際にご活
用いただければ幸いです。

おわりに

https://www.ocvb.or.jp/topics/3876

一般財団法人沖縄観光コンベンションビューローホームページ

▼ＱＲコード ▼ホームページＵＲＬ
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お問合せ先

編集・発行 一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー

受入事業部 受入推進課

〒901-0152 沖縄県那覇市小禄1831番地1

沖縄産業支援センター2階

TEL：(098)859-6129

FAX：(098)859-6222
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